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Ｊ
Ａ
青
年
の
歌
で
最
優
秀
賞

橘
和か

ず
の
り德

さ
ん

会えましたね！今年もまた
葛巻ふるさと会総会

　

関
東
方
面
で
暮
ら
す
町
出
身
者
ら
で
組
織
す
る
「
葛
巻
ふ

る
さ
と
会
（
会
員
二
百
八
十
人
）」
総
会
は
二
月
十
五
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
ジ
ア
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
の
誕
生
か
ら
十
八
年
。
会
員
ら
約
九
十
人
が
今
年
も
ま

た
元
気
な
笑
顔
で
再
会
し
、
ふ
る
さ
と
談
議
や
近
況
報
告
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

スライドで紹介された町の
様子に目を見張る参加者

　

総
会
で
は
、
海
外
出
張
中
の
佐
々
木
由
三
会

長
に
代
わ
っ
て
五
老
辰
雄
監
事
が
「
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
活
躍
は
喜
ば
し
い
こ

と
。
私
た
ち
も
関
東
地
方
か
ら
葛
巻
を
応
援
し

て
い
ま
す
」と
、あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

提
案
さ
れ
た
議
案
は
満
場
一
致
で
決
定
。
役
員

改
選
で
は
、
会
長
に
落
宰
房
夫
さ
ん
を
選
出
し

新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
出
席
し
た
鈴
木
重
男
町
長
と
中
崎
和

久
町
議
会
議
長
が
、「
日
ご
ろ
町
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
牛
を
育
て
、
森
林

を
守
り
町
民
一
丸
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ

と
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、
力

強
く
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
懐
か
し
い
顔
に
お
国
な
ま
り
も
飛
び

交
い
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
葛
巻
か
ら
も
建
築
業
者
で
組
織
す
る
建

成
会
（
福
井
克
身
会
長
）
会
員
な
ど
十
五
人
も

駆
け
付
け
、
町
の
近
況
を
報
告
し
、
約
三
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、会
員
ら
は「
一

人
が
さ
ら
に
一
人
を
連
れ
、
来
年
ま
た
こ
の
場

で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

会と町のさらなる発展を祈って三本締めで終了

さながら東京都葛巻町です
乾杯はもちろんくずまきワインで「お久しぶり！お元気でしたか」

「葛巻ふるさと会」の新役員
【顧　問】　佐々木由三　西村專次
【会　長】　落宰房夫　
【副会長】　五老辰雄　　阿部勝彦
【幹事長】　抱石定雄
【幹　事】　千葉　宰　  千葉善蔵　寺岡俊雄
　　　　　　野頭正志　　外山慶範　
【会　計】　保科範子
【監　事】　林　久信

　町内の出身者で関東方面にお住まいの方や勤務の方
はいませんか。ぜひ紹介してください。
　「葛巻ふるさと会」へは、いつでも入会できます。
入会希望の方は、役場総務企画課（℡内線225）にお
申し込みください。

会長に就任した
落宰　房夫さん
　（小屋瀬出身）

年一回のこの日は「東京
都葛巻町」です。もっと
もっと人口（会員）を増
やしましょう。

中村ナカさん
（旧姓・中六角
　中村出身）

千葉　宰さん
（元木出身）

宮下登美子さん
（旧姓 ･高宮
　中村出身）

外山重四郎さん
（小屋瀬出身）

保科範子さん
（旧姓 ･清水野
江刈馬淵出身）

前野　謙さん
（小苗代出身）

同級生に声を掛け合って参加したというグループ

私
た
ち
は

　
　

年
一
回
の
こ
の
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

い
つ
も
ふ
る
さ
と
葛
巻
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん

　
　

会
に
加
入
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

来
年
は
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

㊤
こ
ち
ら
も
同
級
生
グ
ル
ー
プ
「
い
つ
会
っ
て
も
い

い
な
ぁ
」
㊥
「
あ
の
人
は
誰
？
」
㊧
葛
巻
音
頭
も
急

き
ょ
お
目
見
え
。
さ
す
が
一
日
「
東
京
都
葛
巻
町
」

　ＪＡ青年の歌「君と」全国コ
ンクールで橘和德さん（25・江
刈馬淵）が最優秀賞に輝きまし
た。
　県大会、東北大会と順調に勝
ち進んで東京都の日比谷公会堂
で全国のステージに立った橘さ
んは、出場６組のトップバッ
ターで登場。短大時代から独学
で実力をつけたギターと歌唱力
で見事に歌い上げ、応援に駆
け付けたJA新岩手青年部葛巻
中央支部長の清水野公紀さん
(40）も「いける！」と確信し
たほど、澄み切った歌声で観客
を魅了しました。
　「幼いころ歌にコンプレック
スを持っていて、人知れず練習
したんですよ」とはにかんだ表
情を見せる橘さん。「厳しい酪
農環境ですが、町の皆さんの元
気に役立ってうれしい」と続け
て喜びを語りました。


